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物  質  名 o-メトキシフェノール ＤＢ－50 

別  名 
2-メトキシフェノール 
グアイアコール 
グアヤコール 

構 造 式 

 

 CAS番号 90-05-1 
PRTR番号 － 
化審法番号 3-567 
分子式 C7H8O2 分子量 124.15 
沸点 204～206℃ 1) 融点 32℃ 2) 
蒸気圧 1.03×10-1 mmHg (25℃、実測値) 3) 換算係数 1 ppm = 5.08 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 1.32 (実測値) 4) 水溶性 1.87×104 mg/L (15℃、実測値) 5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 621 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 725 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 520 mg/kg 6)  
 マウス 吸入 LC50 7,570 mg/m3 (2hr) 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、1.5％の濃度で 51 週間混餌投与した結果、1.5％群の前胃で軽微～中等度の過形
成の発生率に有意な増加を認めた 7) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質を経口摂取すると、刺激、嘔吐を伴う灼熱感、出血性下痢を生じる。少量を反復して

摂取すると、耐性ができる可能性がある。去痰薬として、用量不明の本物質を飲んだときに、

心血管虚脱が生じたとの報告がある。5 mLを飲んだ 9歳の女児が死亡した事例がある 8) 。ま

た、2,000 mgよりも多量の皮膚塗布で、有害性が報告されている 9) 。 
・ボランティア 25人に 2％濃度の本物質を皮膚塗布した結果、感作反応はみられなかった 10) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

  経口及び吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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